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黒
い
一
冊
で
あ
る
。
表
紙
の
装
画
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
夜
の
「
国

道
３
号
線
」。
帯
に
は
こ
う
あ
る
。「
九
州
を
掘
り
お
こ
せ
！
／
鹿
児
島
の

西
南
戦
争
か
ら
北
上
し
、
水
俣
病
裁
判
、
サ
ー
ク
ル
村
、
筑
豊
炭
鉱
、
米

騒
動
ま
で
、
中
央
に
抗
し
続
け
る
／
こ
の
〈
島
〉
の
闘
い
を
た
ど
る
物
語
」
。

「
国
道
」
と
は
「
国
家
」
の
「
道
路
」
と
書
く
が
、
本
書
で
は
そ
の
「
国

家
」
に
抵
抗
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
（A

lternative
）
な
民
衆
の
歴
史
が
、「
国

道
」
を
駆
け
抜
け
な
が
ら
逆
説
的
に
開
示
さ
れ
て
い
る
。

著
者
の
森
元
斎
氏
は
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
（A

lfred
N

orth
W

hitehead,

1861-1947

）

や
ア
ナ
キ
ズ
ム
（A

narchism

）

の
研
究
で
著
名
な
ア
ナ
キ
ス
ト

（A
narchist

）

で
あ
る
。
筆
者
（
大
場
）
が
森
氏
の
著
作
を
最
初
に
読
ん
だ

の
は
、
ち
く
ま
新
書
か
ら
森
氏
の
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
入
門
』（
筑
摩
書
房
、
二

〇
一
七
年
三
月
）
が
出
版
さ
れ
た
時
に
遡
る
。
そ
の
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
入
門
』

で
は
、
鶴
見
俊
輔
（
一
九
二
二
―
二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
、

権
力
に
よ
る
強
制
な
し
に
人
間
が
た
が
い
に
助
け
あ
っ
て
生
き
て
ゆ
く
こ

と
を
理
想
と
す
る
思
想
」
と
い
う
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
定
義
が
参
照
さ
れ
、
そ

の
「
相
互
扶
助
」
の
思
想
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
（
二
五
四
―
二
五
五
頁
）
。

近
年
で
は
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
関
連
の
書
籍
が
多
く
出
版
さ
れ
て
お
り
、
二

◎
書
評

森
元
斎
著

『
国
道
３
号
線

―
抵
抗
の
民
衆
史
』

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

〇
二
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
だ
け
で
も
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ー
バ
ー

（D
avid

G
raeber,

1961-2020

）

の
『
ブ
ル
シ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ブ

―
ク
ソ
ど
う

で
も
い
い
仕
事
の
理
論
』（BullshitJob:

A
Theory,2018

）

や
ル
ー
ス
・
キ
ン

ナ
（Ruth

K
inna,1961-

）

の
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
歴
史

―
支
配
に
抗
す
る
思

想
と
運
動
』（The

G
overnm

ent
of

N
o

O
ne:

The
Theory

and
Practice

of

Anarchism
,

2019

）

の
日
本
語
訳
や
、
的
場
昭
弘
（
一
九
五
二
年
―
）
の
『
未

来
の
プ
ル
ー
ド
ン

―
資
本
主
義
も
マ
ル
ク
ス
主
義
も
超
え
て
』（
亜
紀
書

房
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）
、
山
田
広
昭
（
一
九
五
六
年
―
）
の
『
可
能
な
る
ア
ナ

キ
ズ
ム

―
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
と
贈
与
の
モ
ラ
ル
』（
イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
、

二
〇
二
〇
年
九
月
）
、
柄
谷
行
人
（
一
九
四
一
年
―
）
の
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ニ
ス
ト
宣
言
』（
作
品
社
、
二
〇
二
一
年
一
月
）
、
栗
原
康
（
一
九
七
九
年
―
）

の
『
サ
ボ
る
哲
学

―
労
働
の
未
来
か
ら
逃
散
せ
よ
』（

出
版
、
二
〇

N
H
K

二
一
年
七
月
）
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
ア
ナ
キ
ス
ト
本

で
は
、
①
「
贈
与
」
に
基
づ
く
「
互
酬
性
」（Reciprocity

）
、
②
「
労
働
」

そ
の
も
の
の
廃
絶
、
③
権
力
な
き
「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（A

ssociation

）

な
ど
が
探
究
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
れ
で
は
、
『
国
道
３
号
線
』
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
「
相
互
扶

助
」
的
な
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
は
じ
め
に
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
相
互
扶
助
」
に
基
づ
く
「
コ
ミ
ュ

ー
ン
」（Com

m
une

）
の
可
能
性
を
「
九
州
」
と
い
う
地
方
か
ら
考
察
し
た

際
に
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、次
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
映
像
集
団
「
空
族
」
の
映
画
『
国
道

号
線
』（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
で

20

描
か
れ
た
「
郊
外
」
。
②
酒
井
隆
史
（
一
九
六
五
年
―
）
の
『
通
天
閣

―

新
・
日
本
資
本
主
義
発
達
史
』（
青
土
社
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）
に
お
い
て
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掘
り
起
こ
さ
れ
た
、
大
阪
と
い
う
都
市
の
表
情
。
そ
し
て
、
③
水
俣
病
と

の
闘
争
を
行
な
っ
た
医
師
、
原
田
正
純
（
一
九
三
四
―
二
〇
一
二
年
）
の
「
水

俣
学
」
。
本
書
で
は
、
こ
う
い
っ
た
視
座
か
ら
「
九
州
」
を
新
た
に
ま
な

ざ
す
こ
と
で
、「
抵
抗
」
の
地
図
が
生
成
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
れ
は
「
九
州
」
か
ら
「
東
京
」
と
い
う
「
中
心
」
を
脱
中
心
化
す
る
試

み
で
あ
る
と
同
時
に
、「
九
州
」
と
「
ア
ジ
ア
」
の
関
係
を
考
察
す
る
試

み
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
国
民
国
家
や
近
代
化
と
も
遠

く
離
れ
た
ベ
ク
ト
ル
」（
二
二
頁
）
を
、
歴
史
の
瓦
礫
の
中
か
ら
一
つ
ひ
と

つ
救
い
出
し
て
い
く
こ
と
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。

第
一
章
「
新
政
府
か
反
動
か
、
あ
る
い
は
…
…

―
西
南
戦
争
・
山
鹿

コ
ミ
ュ
ー
ン
・
ア
ジ
ア
の
革
命
」
で
は
、
「
国
道
３
号
線
」
の
本
来
の
起

点
と
は
逆
の
鹿
児
島
か
ら
歴
史
を
遡
る
こ
と
で
、
「
国
家
の
向
き
と
は
真

逆
の
何
か
」（
三
二
頁
）
を
提
示
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
主

に
扱
わ
れ
る
の
は
、
西
南
戦
争
（
一
八
七
七
年
）
で
戦
死
し
た
自
由
民
権
運

動
家
、
宮
崎
八
郎
（
一
八
五
一
―
一
八
七
七
年
）
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
で
は
、

中
江
兆
民
（
一
八
四
七
―
一
九
〇
一
年
）
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
＝
ジ

ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
（Jean-Jacques

Rousseau,1712-1778

）
の
『
社
会
契
約
論
』

（D
u

C
ontrat

Social
ou

Principes
du

droit
politique,1762

）

が
自
由
民
権
運
動

に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
本
書
で
は
、
宮
崎
八
郎
が
ル
ソ
ー
の
影
響
を
受

け
て
「
山
鹿
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
を
創
設
し
、
そ
こ
で
直
接
民
主
主
義
的
な
自

治
を
目
指
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
更
に
、
宮
崎
が
西
郷
隆
盛
（
一
八
二

八
―
一
八
七
七
年
）
と
共
に
明
治
政
府
を
打
倒
し
、
そ
の
上
で
西
郷
や
保
守

派
を
追
い
出
す
二
段
階
の
革
命
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
、
ウ

ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
レ
ー
ニ
ン
（V

ladim
ir

Lenin,
1870-1924

）

の
「
二
段
階
革
命

論
」
と
の
類
似
が
示
さ
れ
る
。

第
二
章
「
水
俣
病
と
悶
え
」
で
主
に
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
水
俣
病
と
闘

っ
た
医
師
、
原
田
正
純
や
『
苦
海
浄
土
』（
一
九
六
九
年
一
月
）
を
著
し
た
作

家
、
石
牟
礼
道
子
（
一
九
二
七
―
二
〇
一
八
年
）
で
あ
る
。
医
学
や
科
学
の
レ

ベ
ル
で
人
間
存
在
を
全
て
記
述
し
尽
く
す
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
り
、

本
書
で
は
そ
う
い
っ
た
記
述
不
可
能
な
も
の
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
試
み

と
し
て
、
石
牟
礼
の
言
葉
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
こ
こ
で
は
言
葉

を
発
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
患
者
の
言
葉
を
紡
ぐ
石
牟
礼
の
態
度
が
、
ホ

ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
「
抱
握
」（Prehension

）

の
概
念
と
重
ね
ら
れ
る
。
「
抱

握
」
と
は
科
学
的
「
把
握
」（A

pprehension

）
に
は
還
元
不
可
能
な
有
機
的

な
感
受
の
こ
と
だ
と
い
う
。

第
三
章
「
炭
鉱
と
村
」
で
は
、
大
牟
田
の
三
井
三
池
炭
鉱
の
サ
ー
ク
ル

誌
『
サ
ー
ク
ル
村
』
に
お
い
て
活
動
を
行
な
っ
た
谷
川
雁
（
一
九
二
三
―
一

九
九
五
年
）
や
森
崎
和
江
（
一
九
二
七
年
―
）
が
主
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
『
サ

ー
ク
ル
村
』
に
関
し
て
は
、
松
原
新
一
『
幻
影
の
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン

―
「
サ

ー
ク
ル
村
」
を
検
証
す
る
』（
創
言
社
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
や
水
溜
真
由
美

『
『
サ
ー
ク
ル
村
』
と
森
崎
和
江

―
交
流
と
連
帯
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
』（
ナ

カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
三
年
四
月
）
、
宇
野
田
尚
哉
・
川
口
隆
行
・
坂
口
博
他

編
『
「
サ
ー
ク
ル
の
時
代
」
を
読
む

―
戦
後
文
化
運
動
研
究
へ
の
招
待
』

（
影
書
房
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
な
ど
が
代
表
的
な
研
究
書
と
し
て
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
本
書
で
は
そ
う
い
っ
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
『
サ
ー

ク
ル
村
』
が
日
本
共
産
党
の
民
主
集
中
制
に
は
還
元
不
可
能
な
「
自
主
性
」

を
有
し
て
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
谷
川
は
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス

（K
arlM

arx,1818-1883

）
の
『
ヘ
ー
ゲ
ル
法
批
判
哲
学
序
説
』（Zur

Kritik
der
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H
egel

’schen
Rechtsphilosophie,

1843

）

の
影
響
を
受
け
て
、「
村
」
に
お
い

て
人
間
性
を
再
獲
得
す
る
と
い
う
「
工
作
者
」
の
思
想
を
形
成
し
た
が
、

『
サ
ー
ク
ル
村
』
後
の
「
大
正
行
動
隊
」
で
は
「
反
パ
ル
タ
イ
的
パ
ル
タ

イ
」
を
標
榜
し
、
多
数
決
制
度
を
採
ら
な
い
、
個
人
の
自
由
に
基
づ
く
運

動
を
行
な
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
「
米
騒
動
」
で
は
ま
ず
、
古
代
の
日
本
列
島
に
お
け
る
王
権
が

朝
鮮
半
島
に
由
来
す
る
と
い
う
、
谷
川
雁
の
「
原
基
」
論
が
紹
介
さ
れ
た

上
で
、
日
本
の
「
近
代
化
」
に
お
い
て
、
日
本
の
「
原
基
」
と
な
っ
た
の

が
「
九
州
」
で
あ
り
、「
九
州
」
の
「
原
基
」
と
な
っ
た
の
が
「
朝
鮮
」

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
「
九
州
」
に
は
多
く
の
軍
需
施
設
や
工
場
が

建
て
ら
れ
、
日
本
の
「
近
代
化
」
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
九

州
」
は
そ
の
よ
う
な
「
近
代
化
」
の
犠
牲
と
さ
れ
、
水
俣
病
や
炭
鉱
の
労

働
問
題
な
ど
様
々
な
問
題
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
で
は
、
そ

の
よ
う
な
日
本
の
「
近
代
化
」
に
抵
抗
す
る
運
動
と
し
て
、
米
騒
動
な
ど

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
か
。
①
「
九
州
」
に
お
け
る
抵
抗
運
動
の
歴
史
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、

②
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
や
鶴
見
俊
輔
の
思
想
を
用
い
な
が
ら
、
②
「
相
互
扶

助
」
に
基
づ
く
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
。
こ
こ
に
は
、

共
産
主
義
（Com

m
unism

）
に
は
還
元
さ
れ
得
な
い
ア
ナ
ー
キ
ー
な
抵
抗
の

可
能
性
を
探
究
す
る
、
批
評
的
な
実
践
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

■
目
次

は
じ
め
に

第
一
章
「
新
政
府
か
反
動
か
、
あ
る
い
は
…
…

―
西
南
戦
争
・
山
鹿
コ

ミ
ュ
ー
ン
・
ア
ジ
ア
の
革
命
」

西
南
戦
争
／
宮
崎
八
郎
の
二
段
階
革
命
と
山
鹿
コ
ミ
ュ
ー
ン

寄
り
道
［
１
］「
中
国
の
革
命
へ
」

第
二
章
「
水
俣
病
と
悶
え
」

水
俣
病
と
は
何
か
／
悶
え
加
勢
す
る
こ
と
／
手
ざ
わ
り
の
言
葉

寄
り
道
［
２
］「
緒
方
正
人
『
私
は
チ
ッ
ソ
で
あ
っ
た
』

―

言
葉
が
生
ま
れ
る
と
き
」

第
三
章
「
炭
鉱
と
村
」

サ
ー
ク
ル
村
／
原
点
は
存
在
す
る
／
「
原
点
」
／
村
を
捨
て
、

村
に
出
会
う
／
二
つ
の
村

寄
り
道
［
３
］「
谷
川
雁
に
お
け
る
集
団
と
組
織
」

寄
り
道
［
４
］「
伝
習
館
裁
判
」

第
四
章
「
米
騒
動
」

朝
鮮
よ
、
九
州
の
共
犯
者
よ
／
沖
仲
仕
た
ち
と
米
騒
動
／
戦
中

か
ら
戦
後
へ

寄
り
道
［
５
］「
北
九
州
の
古
層
」

お
わ
り
に
「
思
考
の
行
方

―
こ
の
世
に
根
付
く
こ
と
」

あ
と
が
き

（
二
〇
二
〇
年
八
月

共
和
国

二
七
二
頁

二
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
共
立
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
）
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